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（株）ラルズ （株）ユニバース （株）ベルジョイス （株）福原 （株）道北アークス （株）東光ストア （株）道南ラルズ （株）道東アークス（株）伊藤チェーン （株）エルディ（株）オータニ

グループ理念は、アークスグループがどのような領域で、どのような使命を持ち、目標を果たす
のかを明確にしたもので、私たちが活動するうえでの考え方の基本となるものです。

❶ お客様第一主義の徹底
❷ ｢八ヶ岳連峰経営」による運営
❸ 健全な経営と着実な成長
❹ ロープライス、ローコストの追求
❺ 情報の公開とコンプライアンス

グループ理念

八ヶ岳連峰経営

グループ運営方針

アークスグループは、地域のライフラインとして
価値ある商品・サービスを低価格で提供し、豊かな暮らしに貢献します。

　お客様との距離を短く保ちながら、スピーディな経営判断を実現するため、アークスグループは富士山のように高く
そびえる大きな一つの企業体ではなく、八ヶ岳連峰のように同じような高さの山々が連なる企業連合を目指しています。

※表紙：左上段　農業生産者　㈱三木田の皆様（北海道長沼町）
　　　　左下段　農業生産者　㈱丸巳　矢澤様（北海道東川町）
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ご挨拶

　私たちアークスグループは、2002年11月、㈱ラルズ（札幌市）と㈱福原（帯広市）の経営統合によ
り、純粋持株会社アークスと事業子会社の㈱ラルズ、㈱福原でスタートいたしました。その後、地
域を代表する食品スーパーマーケットが次々とグループに参加し、2021年4月には栃木県の
㈱オータニ（宇都宮市）が仲間入りし、昨年、グループ結成20周年を迎えることができました。ま
た、発足時よりグループの運営方針である「八ヶ岳連峰経営」のもと、北海道、東北および北関東地
方の各社と共に、食品スーパーマーケットを中心とする流通企業グループとして、着実に成長を
続けてまいりました。
　グループ結成から20年の節目を迎えることができましたのも、ひとえにお客様をはじめステー
クホルダー皆様のご愛顧の賜と心より感謝申し上げます。
　わが国経済は、新型コロナウイルス感染症に伴う行動制限が解除され、経済活動の正常化に向
けた動きが見られた一方、国際情勢に端を発する原材料・エネルギー価格の高騰が相次ぐなど景
気の先行きについて不透明な状況が続いております。
　この厳しい経済環境の中、アークスグループ理念である「アークスグループは、地域のライフラ
インとして価値ある商品・サービスを低価格で提供し、豊かな暮らしに貢献します。」のもと、プラ
イベートブランド商品の活用や新日本スーパーマーケット同盟各社の地域性を活かしたオリジ
ナル商品を販売するなど、新たな価値の提供に努めてまいりました。
　アークスグループは、「価値変容の時　インフレに挑戦　新価格体系の
移行で幸福な生活を創出す。」を2023年の年頭方針として掲げ、物価高やコ
スト上昇および顧客ニーズの変容に対応するための様々な施策を講じて
いく所存です。
　株主の皆様には、より一層のご支援とご鞭撻を賜りますよう、お願い申
し上げます。

ご挨拶

代表取締役社長
横山　清
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横山　清
代表取締役社長

A.1

Q.1

「価値観が変化したお客様の要望に応えるため、インフレに挑戦しながら
新しい価格体系に移行することにより、心豊かなお客様の暮らしを作り
出してまいります。」 
新型コロナウイルスの発生から3年が経過して、お客様の価値観、生活習慣が
変容し、これまでとは違う時代に変わりつつあります。そうした価値観が変化し
たお客様のご要望にお応えするため、インフレによる価格上昇のうち、納得で
きる価格体系への移行と便乗値上げ等納得できない価格体系への徹底的な
挑戦を進めてまいります。お店で食材を選び、家庭で調理しながら家族で食べ
る楽しみや、一家団欒の幸せな生活を創出していく所存です。

今年の年頭所感には、どのような思いを込めたのでしょうか。

A.2

Q.2

「地域のライフライン機能の拡充をさらに進めるとともに、地球環境への責任を果たすための事業活動
にも尽力してまいります。」
これまで長い年月をかけて作り上げたローコスト体質を土台に、お客様の生活防衛意識の高まりやそれに伴う
ニーズの多様化に対応するため、例えば、当社グループのプライベートブランド商品と位置付けている「CGC商
品」の更なる販売強化の取組みや、㈱ラルズが運営する「アークス オンラインショップ」の配送地域の拡大を予
定しているほか、グループ各社への横展開の準備を進めてまいります。また、サステナビリティに関する活動に
つきましては、昨年、グループ全社に設置したサステナビリティ推進委員会と連携し、より一層迅速かつ強力に推
し進めてまいります。

今年度の取り組みについてお聞かせください。

トップインタビュー Interview with Top
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北海道
市場規模

1兆1,350億円

青森県 岩手県
市場規模

2,920億円
市場規模

2,620億円

アークス
グループ

他社
他社

他社
他社

他社
他社

他社

その他
スーパー
マーケット・
総合スーパー

その他
スーパー
マーケット・
総合スーパー

その他
スーパー
マーケット・
総合スーパー

その他
スーパー
マーケット・
総合スーパー

その他
スーパー
マーケット・
総合スーパー

その他
スーパー
マーケット・
総合スーパー

アークス
グループ アークス

グループ

グループネットワーク

373 店舗

小売事業店舗数

11 社 219 店舗

事業会社数

Group Network
アークスグループは、様々なコンセプトの店舗を展開し、地域の皆様のお役に立ちたいと考え、
日々、努力を積み重ねております。お近くへお越しの際は、是非お立ち寄りください。

食品売上高の地域別シェア

北海道

38店舗

青森

1店舗

秋田

1店舗

埼玉

67店舗

岩手

30店舗

栃木
17店舗

宮城

25.7 %

28.6 % 39.4 %

スーパーアークス

ユニバース

ジョイス

ビッグハウス

食彩館 イトーチェーン

ベルプラス

ラルズマート

フクハラ

ベーシック

ウェスタン

ビッグハウス

東光ストア

カインズ

フードオアシス

フードマーケット

※市場シェア：食品売上高のシェア。「2022食品スーパーマーケット年鑑」を基に当社推計。食品売上高は2021年度。
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トピックス

店舗ニュース
新規出店

業態変更

店舗改装

01
Topic

岩手県北上市では初の出店となる「ユニバース北上花園町店」を新規
出店いたしました。これまで当社が積み重ねてきた経験と知識を生か
した最新店として、「鮮度の良さ」「豊富な品揃え」「価値ある安さ」にさ
らにこだわった店舗となっております。

上記の他に2022年9月以降、合計7店舗の改装を実施しております。

北海道函館市に「スーパーアークス千代台店」を市内のほぼ中心部に
位置する旧千代ヶ岱小学校跡地に新規出店いたしました。道南ラルズ
が運営する店舗においては最大級の売場面積を誇り、更にお車でご来
店いただけるよう近隣では最大の広さの駐車場を備えております。

ユニバース

ラルズ

道北アークス

ベルジョイス

道南ラルズ（2022年9月23日オープン）

（2店舗）

（3店舗）

（1店舗）

（2022年9月9日オープン）

店舗の外観

スーパーアークス平岸店（札幌市）
2022年9月23日に業態変更

スーパーアークス六合（北海道旭川市）
2022年9月15日に業態変更

スーパーアークス神居東（北海道旭川市）
2022年10月28日に業態変更

スーパーアークス末広東（北海道旭川市）
2022年11月25日に業態変更

スーパーアークス美園店（札幌市）
2023年2月10日に業態変更

スーパーアークス金ヶ崎店（岩手県胆沢郡）
2023年2月22日に業態変更

店舗の外観 壁画「函館浪漫散歩」 開店初日の様子店舗の内装
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イベント

Topics

02
Topic

　アークスグループ誕生から20周年を迎え、日頃のお客様への
感謝の気持ちを込め、2022年11月より記念事業として「20周
年記念・事業会社オリジナル弁当」の販売、RARAカード会員限定

「抽選で総額RARA 1,000万ポイント山分けキャンペーン」や
メーカー様とタイアップした「20周年記念商品発売」などの各種
企画を実施いたしました。
　アークスグループはこれからも、「お客様第一主義」のもと、より一層皆様に喜んでいた
だける企画を実施してまいります。今後とも、皆様の変わらぬご愛顧をよろしくお願い申
し上げます。

　2021年10月にグランドオープンいたしました「アー
クス オンラインショップ」は、現在、配送地域を札幌市内
全域に加えて、札幌市近郊を含めた対象世帯数129万
世帯まで拡大しております。
　加えて、ご注文いただいた商品を専用駐車場でお車
のままお受け取りいただける取り扱い店舗も、当初の1
店舗から4店舗に拡大しております。さらに、培ったノウ
ハウを活かして現在、他の事業会社においても導入に向
けた準備を進めております。今後も、お客様のさらなる
利便性の向上に努めてまいります。

グループ各社

ラルズ

アークス設立20周年記念事業を実施！

「アークス オンラインショップ」の配送地域を拡大いたしました。

2023年3月時点の対象エリア

20周年を祝ったロゴマーク

20周年記念・事業会社オリジナル弁当の一例
左：ラルズ　　　　右：ユニバース

メーカー様とタイアップした20周年記念商品
サッポロ生ビール黒ラベル アークス20周年記念缶
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Topics

03
Topic

サステナビリティ活動
　アークスは2022年6月に専任部署であるサステナビリティ推進室を設置いたしました。今後も、アークスグループ共通のサステナ
ビリティ推進方針の下で活動の推進力をより一層高めてまいります。
　当期に実施いたしましたサステナビリティ活動の一部をご紹介いたします。

　2022年9月9日に北海道函館市にある旧千代ヶ岱小学校跡地に新規出店いたしました「スーパーアークス千代台店」のイートイン
コーナー等では、小学校の思い出の備
品を店舗設備として活用しております。
地域密着型のスーパーマーケットとし
て、お客様にとって「なくてはならない
お店」として地域貢献にも取り組んでま
いります。

　伊藤チェーンは、一般財団法人地域総合整備財団〈ふるさと財団〉が主催する令和4年度
ふるさと企業大賞〈総務大臣賞〉※を受賞いたしました。
　2022年11月24日に「フーズガーデン玉浦食彩館」で表彰式が行われました。
活動内容
① 「フーズガーデン玉浦食彩館」が、東日本大震災で被災した宮城県岩沼市の集団移転地（岩沼市

玉浦西地区）の要として、地区内の生活利便性の向上や地元生産者の販路確保に貢献。
② 被災住民移転後の跡地活用策として整備された「千年希望の丘」の植樹活動などに対して、企

業版ふるさと納税を行うなど、地域貢献を継続して実施。
③ 東日本大震災被災者の雇用を積極的に行うなど、生活再建にも貢献。

※  地域振興に資する事業を展開する民間事業者を顕彰し、その活動を全国に広く周知することにより、地域の振
興、地域経済の活性化と魅力あるふるさとづくりの推進を目的とする賞。

　ユニバースが、2022年9月21日に岩手県北上市、2023年2月14日に青
森県弘前市と「災害時における物資の供給協力に関する協定」を締結いたし
ました。ユニバースがこれまで各自治体等と締結した協定数は21となります

（2023年2月現在）。今後も地震や大雨などの大規模な災害が発生した際に、
地域の皆様のために少しでもお役に立ちたいとの考えのもと「安全・安心を
実感できるくらしの実現」に貢献してまいります。

道南ラルズ 小学校の思い出の備品を再利用した新店舗

伊藤チェーン 令和4年度ふるさと企業大賞〈総務大臣賞〉を受賞

ユニバース 岩手県北上市、青森県弘前市と災害協定締結

跳び箱をリメークした
テーブル・椅子

表彰式の様子

賞状

北上市との調停式の様子 弘前市との調停式の様子

旧小学校の
テーブル・椅子

室名札を装飾に活用 校歌を記した壁画
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次期見通し
売 上 高 5,820億円 2.8％ UP 経 常 利 益 162.0億円 1.5％ DOWN 

営 業 利 益 148.0億円 0.2％ DOWN 親会社株主に帰属
する当期純利益 99.5億円 0.0％ － 

連結財務諸表概要 Consolidated financial statements summary

資産合計
258,025

負債純資産合計
258,025

現金及び預金
66,305

売掛金
4,768

棚卸資産
15,821

前期
（2022年2月末）

有形固定資産
125,547

無形固定資産
10,146

投資その他の資産
26,380

買掛金
30,975
短期借入金
8,699
長期借入金
11,649

流動資産
95,949

固定資産
162,075

流動負債
62,664

固定負債
31,365

純資産
163,995

資産合計
266,155

負債純資産合計
266,155

現金及び預金
72,662

売掛金
6,232

棚卸資産
17,183

有形固定資産
127,158

無形固定資産
8,448

投資その他の資産
24,819

買掛金
29,922
短期借入金
7,890
長期借入金
14,917

流動資産
105,729

固定資産
160,426

流動負債
62,899

固定負債
31,569

純資産
171,686

当期
（2023年2月末）

特別利益
230

特別損失
790

法人税等
6,435

非支配株主に
帰属する

当期純利益
5

営業外収益
1,970

営業外費用
227

販売費及び一般管理費
132,807

売上原価
429,198

親会社株主に帰属
する当期純利益
10,304

経常利益
17,306

営業利益
15,562

売上高
577,568

売上総利益
148,370

前期
（2021年3月1日～2022年2月28日）

特別利益
179

特別損失
1,129

法人税等
5,550

非支配株主に
帰属する

当期純利益
△3

営業外収益
1,843

営業外費用
234

販売費及び一般管理費
126,965

売上原価
424,408

親会社株主に帰属
する当期純利益
9,947

経常利益
16,444

営業利益
14,835

売上高
566,209

売上総利益
141,800

当期
（2022年3月1日～2023年2月28日）

営業活動による
キャッシュ・フロー

16,989

投資活動による
キャッシュ・フロー
△7,768

現金及び
現金
同等物の
期末残高
72,594

現金及び
現金
同等物の
期首残高
66,175

財務活動による
キャッシュ・フロー
△2,801

当期
（2022年3月1日～2023年2月28日）

連結貸借対照表の概要（百万円）

連結損益計算書の概要（百万円） 連結キャッシュ・フロー計算書の概要 （百万円）
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　日頃よりご支援いただいております株主の皆様に、感謝の気持ちを込めて「株主優待制度」を実施しております。毎年2月末現在の株主
様に対し、ご所有株式数に応じて当社グループ商品券、全国共通商品券VJAギフトカード、アップルジュース、青森県産りんごの4種類から
一点とカタログギフトを贈呈しています。※送付時期は、りんごのみ12月上旬、その他は7月下旬の予定です。 

※写真はイメージです。実際の優待品は写真と異なる場合がございます。

ご優待
1
アークスグループ
商品券

ご優待
2
全国共通商品券
VJAギフトカード

ご優待
5 カタログギフトご優待

4 青森県産りんごご優待
3 アップルジュース

所有株式数

アークスグループ商品券
または

全国共通商品券
VJAギフトカード

青森県産りんごアップルジュース
（250g×30本） カタログギフト

100〜499株

500〜999株

1,000〜
4,999株

5,000株以上

or

or

or

or

or

or

or

or

2,000円分

3,000円分

4,000円分

5,000円分

約3kg

約5kg

約5kg

約10kg

1箱

3,500円相当

3,000円相当

2箱

2箱

2箱

いずれかひとつお選びいただけます。

いずれかひとつお選びいただけます。

いずれかひとつお選びいただけます。

いずれかひとつお選びいただけます。

株主優待

株主優待Q＆A
Q.1 株主優待の申込後に引越しをして住所が変わったのですが、どうしたら

良いでしょうか。
A.1 下記のご対応をお願いいたします。

①取引のある証券会社にて住所変更のお手続きをしてください。
②郵便局へ転居届のお手続きをしてください。

Q.2 指定書ハガキを送るのを忘れたのですが、優待品を受け取れますか。
A.2 指定書ハガキをご提出期限迄に未提出の場合および指定の判別ができな

い場合の株主様には、全国共通商品券VJAギフトカードを7月下旬にお
届けいたします。

Q.3 アークスグループ商品券と全国共通商品券VJAギフトカードの違いを
教えてください。

A.3 当社グループ商品券は北海道、東北および北関東地方に展開するアーク
スグループ373店舗（2023年2月28日現在）でご利用いただけます。
全国共通商品券VJAギフトカードは一部を除いた当社グループの店舗
の他、全国50万店以上のVJAギフトカード取扱店（デパート・ショッピン
グセンター・専門店・レストラン・ホテル等）でご利用いただけます。

Q.4 別に住んでいる家族のところに優待品を届けてもらえますか。
A.4 株主名簿にご登録されたご住所以外への優待品の送付をご希望の場合は、

指定書ハガキの所定欄にご希望のお届け先情報をご記入のうえ、提出期
限内にご返送ください。
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北海道
5,206名
11.00%

東　北
3,369名
7.12%

関　東
17,281名
36.52%

中　部
6,981名
14.75%

近　畿
9,295名
19.64% 外国他

203名
0.42%

中　国
1,934名
4.09%

四　国
916名
1.94%

九州・沖縄
2,138名
4.52%

その他法人
14,518千株

25.2％

金融機関
10,190千株

17.7％

個人・その他
24,222千株

42.0％

生・損保
1,429千株

2.5％外国法人・個人         
7,288千株

12.6％

株式の状況� （2023年2月28日現在）

●発行可能株式総数 200,000,000株
●発行済株式の総数 57,649,868株
●株 主 数 47,323名（前期比5,862名増）

●所有者別分布状況（株式数）

会社概要
●商 号 株式会社アークス
●設 立 1961年10月28日
●資 本 金 212億5百万円
●証券コード 9948
●店 舗 数 373店舗（グループ全体、2023年2月28日現在）
●従 業 員 数 162名（グループ全体20,985名、2023年2月28日現在）
●本 社 〒064-8610 札幌市中央区南13条西11丁目2番32号
●事 業 内 容 純粋持株会社

（国内外の会社の株式または持分を取得、所有する
ことにより、当該会社の事業活動を支配・管理する）

大　　株　　主（上位10名）
株　主　名 持株数（株） 持株比率（％）

日 本 マ ス タ ー ト ラ ス ト
信託銀行株式会社（信託口） 3,808,600 6.80

横 山 　 清 3,040,554 5.43
株 式 会 社 北 海 道 銀 行 2,533,972 4.52
有 限 会 社 丸 治 1,437,131 2.56
株 式 会 社 北 洋 銀 行 1,415,844 2.52
株式会社バローホールディングス 1,335,000 2.38
株式会社リテールパートナーズ 1,335,000 2.38
アークスグループ社員持株会 1,065,598 1.90
アークスグループ取引先持株会 1,033,902 1.84
株 式 会 社 北 陸 銀 行 977,208 1.74

（注）	1.	 		当社は、自己株式1,666,818株を保有しておりますが、上記大株主から、これ
を除いております。

	 2.	持株比率は自己株式（1,666,818株）を控除して計算しております。

●地域別分布状況（株主数）

●役　　　員（2023年5月23日現在）

代表取締役社長 横　山　　　清
取締役副社長執行役員 古　川　公　一
取締役執行役員 猫　宮　一　久
取締役執行役員 三　浦　建　彦
取締役執行役員 福　原　郁　治
取締役執行役員 六　車　　　亮
社 外 取 締 役 佐　伯　　　浩
社 外 取 締 役 佐々木　亮　子
社 外 取 締 役 富　樫　豊　子
常 勤 監 査 役 佐　川　広　幸
監 査 役 田　守　隆　行
社 外 監 査 役 髙　嶋　　　智
社 外 監 査 役 伊　東　和　範
執 行 役 員 小苅米　秀　樹
執 行 役 員 澤　田　　　司
執 行 役 員 井　上　浩　一
執 行 役 員 松　尾　直　人



株主メモ 単元未満株式の買増・買取制度について

株式会社アークス　本社　〒064-8610　札幌市中央区南13条西11丁目2番32号
TEL 011-530-1000　FAX 011-530-1010
https://www.arcs-g.co.jp/

証券会社等で
株式を保有されて

いる場合

証券会社等で
株式を保有されていない場合

（特別口座の場合）

住所変更、
株式配当金
受取り方法の
変更および
マイナンバーの
お届出などの
お問い合わせ

お取引の
証券会社等
になります。

当社の特別口座の口座管理機関
みずほ信託銀行へお問い合わせ
願います。

みずほ信託銀行　証券代行部
ホームページ　
https://www.mizuho-tb. 
co.jp/daikou/index.html
フリーダイヤル　
0120-288-324

（土・日・祝日を除く
9：00〜17：00）

未払配当金、
その他当社株式
関係書類
についての
お問い合わせ

右記みずほ信託
銀行までお問い
合わせ願います。

ご注意

特別口座では、単元未満株式の
買取・買増以外の株式売買はで
きません。株式の売買にあたって
は、証券会社等に口座を開設し、
株式の口座振替手続を行ってい
ただく必要があります。

株式等に関する
マイナンバーの
お届出のお願い

・  株式等の税務関係のお手続に関しては、マイナン
バーのお届出が必要です。

・  お届出が済んでいない株主さまは、上記お問い合
わせ先へマイナンバーのお届出をお願いします。

事 業 年 度 毎年3月1日から翌年2月末日まで
定時株主総会 毎年5月下旬

基 準 日 毎年2月末日
その他必要があるときは、あらかじめ公告いたします。

配 当 金 受 領
株 主 確 定 日

剰余金の配当 毎年2月末日
中 間 配 当 毎年8月31日

公 告 方 法

電子公告により、当社のホームページに
掲載いたします。
公告掲載アドレス　https://www.arcs-g.co.jp/
ただし、電子公告をおこなうことができない事故その
他やむを得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に
掲載いたします。

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目3番3号
みずほ信託銀行株式会社

当社の株式は１単元が100株となっており、単元未満株式（１〜99株）については市場で売
買はできませんが、当社に対して100株（１単元）となるよう買増請求（購入）することができ
ます。または単元未満株式を当社に対して買取請求（売却）することができます。

例：株主様が80株を所有している場合

●証券会社等に口座を開設されている株主様は、お取引証券会社等にご連絡ください。
●それ以外の株主様は、下記のみずほ信託銀行株式会社証券代行部にご連絡ください。

みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
 0120-288-324（土・日・祝日を除く9：00～17：00）

2.買取請求（売却）の場合

株主様

売りたい
（0株にしたい）

80株の
買取請求

80株の
買取代金

例：株主様が80株を所有している場合
1.買増請求（購入）の場合

株主様

100株（1単元）
にしたい

買増請求し、単元株
式にするメリット
● 株主総会に出席

し、議決権を行使
できる。

20株

20株の
買増請求
買増代金

当社では、株主の皆様の声をお聞かせいただくため、
アンケートを実施いたします。
お手数ではございますが、
アンケートへのご協力をお願いいたします。

株主の皆様の声を
お聞かせください

株主様向け
アンケート

ご回答いただいた方の中から抽選で薄謝（QUOカードPay500円）を進呈させていただきます ●アンケート実施期間は、本書がお手元に
　到着してから約2ヶ月間です
アンケートのお問い合わせ

「e-株主リサーチ事務局」
MAIL：info@e-kabunushi.com

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・以下の方法でもアンケートにアクセスできます・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

スマートフォンから

https://www.e-kabunushi.com
アクセスコード

いいかぶ 検索検索

kabu@wjm.jp

QRコードは株式会社デンソーウェーブの
登録商標です。

検索窓から
カメラ機能でQRコード読み取り→　　　 ↑こちらへ空メールを送信

「件名」「本文」は無記入。アンケートの
URLが直ちに自動返信されます。

（2201）

9948

下記ＵＲＬにアクセスいただき、アクセスコード入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。所要時間は５分程度です。

本アンケートは、株式会社リンクコーポレイトコミュニケーションズの提供する
「e-株主リサーチ」サービスにより実施いたします。  https://www.link-cc.co.jp


